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�����のための
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�およびシミュレーション ソフトウェアはTUVな��を��するXでZかせないツ
ールです。 これらのツールをaうことにより、��サイクルのgいhiで��をjkす
る、lmでのnopqのrsをtきvめる、コストとwxをyzするための��{|
を}~に��する、��の�*�を�べる、などのことが�!になります。

�ツールの�#は、����のUVと���から、�に�����にとって��
にw�です。 
�ツールをaうことによって、��に��の����が�まれるため
���のチェックだけでは��されてしまう�!�がある¢£¤を��することができ
るでしょう。

¦§および¨mはより�kで、©ª�と«¬�が­い��を®めており、¯°を±
²するためには��メーカーは�#できる*てのツールをµ#しなければなりません。
これらの
�ツールは¸¹ºで�«する��{|»¼の½zにより����コスト
をyzします。 
�ツールの�#は��の}~な¨m¾¿をÀÁにすることにより、
ÂTの¨mシェアÃÄを�!にします。

また、エンジニアがÇ々なÉÊと��をËÌ��することにより、ÂÍwx、ÂÍコス
トの����が�!になります。 
�ソフトウェアのa#により、エンジニアはデザイン
のパフォーマンスをシミュレートし、プロトタイプ»¯や�Ôに¿るÕに��Ö�にひそむ
¢£を��し、�Úすることが�!になります。

このガイドでは、�����およびメーカーのÛÜするÝ�なパフォーマンスÞßの¢
£について
áし、����サイクルでCOSMOS
�ソフトウェアをa#する�¤に
ついてâãします。

��������において�����を�たす
��!
アプリケーションのäåを¢わず、�����は©ª�èXとéêのëì、íしくï
ðされた��の¨mgo¾¿、��wxおよびコストのyz、«¬�èXなど、
Ç々なプレッシャーにÛÜしています このような-.で»¼する���には、��のプ
ロトタイプを»¯し、òóôõをóいながらデザインのö÷��をよりよく÷
する、と
いうようなことをóえるùúはほとんどありません。 üýで、そのようなþ�は�í�で
­��な��の��にとって��にw�なことです。

��������において�����を�たす
��!

FANUC RoboticsはSolidWorksのCOSMOSWorksアド
オン ツールをaって��のÂ">をóいました。2つのツー
ルにより、
�をóって��な��で��	
を��す

るという»¼が�
にóえ、エンジニアは��ïðをóう

ことができました。 FANUCによれば、COSMOSWorksを
aうことにより、ロボットのアームÖ�の
�を��>をó

わずにわずか15�で
�できるようになったということです。
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